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一般財団法人日本健康開発財団 

 

せせらぎ荘「大黒湯」の飲用調査を実施しました 
 

○調査の目的                                      

 金山町では、地域の宝であるせせらぎ荘天然炭酸温泉「大黒湯」を生かした、観光客の増加や町

民の健康づくりを進めるため、平成３０年度に引き続き、一般財団法人日本健康開発財団の協力に

より、温泉の飲用がもたらす効能について、医科学的根拠（エビデンス）調査を実施しました。 

  

○調査の内容                                      

 町内在住の２０歳代から７０歳代までの２０名の方に御協力いただき（男１９名、女１名 平均

年齢５３．９歳）、備蓄水を飲むグループ（１０名）と温泉水を飲むグループ（１０名）とに分け、

それぞれの飲用により身体に与える影響を調査しました。 

１ 調査期間 

備蓄水を飲むグループ 令和２年２月５日～２月１９日（飲用は１８日まで） 

温泉水を飲むグループ 令和２年２月６日～２月２０日（飲用は１９日まで） 

※調査期間の間、１日あたり 500ml を食事前に分けて飲用しました。 

２ 調査項目（いずれも調査初日及び最終日に実施） 

（１）消化器疾患症状尺度（GSRS） 

   消化管症状を評価する１５項目について、過去１週間の状態を尋ねるアンケートを実施しま 

した。アンケートのスコアが低いほど「症状の改善」を示します。 

（２）血液検査 

   測定項目：血液一般、肝機能、脂質、糖代謝、グリコアルブミンなど 

（３）体重測定 

（４）健康関連主観評価 

   VAS（Visual Analogue Scale）手法を用いた主観的心理状態を測定しました。 

 

○調査結果                                       

１ 消化器疾患症状尺度（GSRS） 

（１）温泉水を飲むグループ 

「便秘症状」で有意な改善、「腹痛症状」で改善傾向が認められ、「酸逆流症状」についても 

１０名中４名に症状改善が認められました。 

（２）備蓄水を飲むグループ 

  いずれの項目も、有意な変化は認められませんでした。 

 

（温泉水を飲むグループ）          （備蓄水を飲むグループ） 

２ 血液検査 

（１）温泉水を飲むグループ 

   グリコアルブミン、尿酸、アルカリホスフォターゼ」の有意な減少が認められました。 

 

（２）備蓄水を飲むグループ 

   温泉水を飲むグループと同様、γ－GTP、総コレステロール、LDL コレステロールの有意 

な減少、マグネシウムの有意な増加が認められました。 



介入前
温泉水
2週飲用

差 SD p Value

AST(GOT) 24.6 23.7 -0.9 4.0 .496

ALT(GPT) 29.2 26.3 -2.9 5.7 .141

アルカリホスファターゼ 192.4 183.7 -8.7 8.4 .009

γ -GT(γ -GTP) 35.5 31.7 -3.8 3.4 .006

尿酸 6.4 5.8 -0.6 0.7 .015

クレアチニン 0.8 0.8 -0.0 0.0 .231

総コレステロール 235.5 227.1 -8.4 8.9 .016

中性脂肪 127.8 139.9 12.1 70.2 .599

HDL-コレステロール 56.6 55.7 -0.9 4.6 .548

LDL-コレステロール 152.2 143.8 -8.4 7.7 .007

ナトリウム(Na) 140.8 139.1 -1.7 1.7 .012

クロール(Cl) 105.2 104.1 -1.1 2.1 .129

カルシウム(Ca) 9.4 9.2 -0.2 0.4 .215

マグネシウム 2.3 2.4 0.1 0.2 .034

グルコース（血糖） 99.0 96.3 -2.7 6.6 .230

HbA1c(NGSP) 5.5 5.6 0.1 0.1 .132

グリコアルブミン 13.5 13.3 -0.2 0.2 .032

コルチゾール 10.5 9.5 -1.0 1.5 .079

白血球数 5,590.0 5,640.0 50.0 786.3 .845

赤血球数 470.9 470.1 -0.8 17.7 .889

血色素測定 15.0 15.0 -0.0 0.6 .884

ヘマトクリット 43.2 44.2 0.9 1.8 .134

動脈硬化指数 3.5 3.5 0.0 0.5 .951

eGFR（クレアチニン） 73.7 76.0 2.3 5.5 .218

インスリン（IRI)〈ECLIA〉 8.9 7.5 -1.5 2.8 .141

 

（温泉水を飲むグループ）          （備蓄水を飲むグループ） 

 

※調査内容は一部抜粋 

 

３ 体重及び健康関連主観評価 

  いずれの項目について、両グループとも有意な変化は認められませんでした。 

 

○大黒湯の飲用に期待される効果                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大黒湯については、保健所立ち合いのもと水質検査を行い、飲用基準に適合していることを確認 

した上で、今回の実験調査を実施しています。 

※この調査は、一般財団法人日本健康開発財団の倫理委員会で承認され、大学病院医療情報ネット 

ワーク（ＵＭＩＮ）臨床試験登録をしています。また、調査結果については、令和２年 5月に開 

催される日本温泉気候物理医学会で発表予定です。 

※調査データは統計学的指標で裏付けられたものです。天然炭酸温泉の効果には個人差がありま 

す。 

 

 

◎問い合わせ：金山町復興観光課観光係 ☎０２４１－５４－５３２７ 

令和２年度にせせらぎ荘内に飲用設備を

設置予定です。併せて飲用許可申請も行う

予定です。飲用可能となり次第、改めてお

知らせします。 

次の効果に寄与することが示唆されます。 

 

１ 消化器症状の改善効果 

   便秘、腹痛、酸逆流症状 

２ グリコアルブミンの減少効果 

   糖尿病予防 

３ 尿酸の減少効果 

   痛風予防 

４ アルカリホスフォターゼの減少効果 

    胆道系機能障害の改善 

 

※これらは、いずれも鉱泉分析法指針で規定される大黒湯の飲用適応症との関連が 

示唆されます。 

・炭酸水素塩泉…萎縮性胃炎、胃十二指腸潰瘍、逆流性食道炎、糖尿病、痛風 

・硫酸塩泉…便秘、胆道系機能障害、高コレステロール血症 

・二酸化炭素泉…胃腸機能低下 

 


